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平成24年6月24日（日） 会場：追手門学院大阪城スクエア 大手前ホール午前11時00分開催

62012 62012

中川 厚子

田口 順一

大徳寺高桐院参道



　今年も定時総会の時期が近づいてきました。平成24年度の総会は
大阪城天守閣が一望できる追手門学院大阪城スクエア・大手前ホール
にて開催いたします。   
　総会終了後には昨年7月に就任されました追手門学院理事長川原俊
明様より『追手門学院の良き伝統の継承と改革について』を演題とした
ご講演をいただきます。自らも追手門学院の卒業生でもある川原様、
123年の歴史のある私学として、学力向上と共に、人それぞれに生まれ
つき備わっている個性・能力を、社会において存分に開花させる教育追
手門独自の人間教育・心の教
育・志の教育、まさしく人間力を
高める教育を掲げておられま
す。そして、人間教育と共に国
際化教育へのチャレンジを掲
げ、世界の追手門を目指される
力強いお話がうかがえるものと
思います。

10時30分～ 受付開始

11時00分～
　　11時50分 総会

PROGRAM

平成24年度
山桜会

40歳同窓会 のご案内

総会、講演会、懇親会
開催日 平成24年6月24日（日）

会　場

次　第

追手門学院大阪城スクエア大手前ホール
（大手前中・高等学校本館６階）

12時00分～
　　12時45分 川原理事長講演会

13時00分～
　　14時30分

懇親パーティー ＆ 40歳同窓会

小学校 96期 （昭和60年3月卒）
大中学 39期 （昭和63年3月卒）
茨中学 19期 （昭和63年3月卒）
大・茨高 39期 （平成 3年3月卒）

　山桜会総会は、同窓生が一堂に集まる数少ない機会です。会員各位におかれましては、山桜会の活動、そして母校の将来像を知っていただく場
として、また同窓生・同期生の語らいの場としてお気軽に参加いただければ幸いです。また、懇親パーティーでは恒例となった「40歳同窓会」を開
催します。同期の方をお誘いのうえご出席賜りますよう、よろしくお願い申し上げます。

※時刻につきましては、進行上多少前後することがあります。
※駐車スペースがございませんので、ご来場の際は電車・バスなどの公共交通機関をご利用下さい。

総会実行委員長  小林 武則
（小81 大中高24期）

山桜会の皆様、こんにちは。
今年も、「オール追手門」の世代を超えた交流を目的に『山桜会ゴル
フコンペ』を開催致します。山桜会会員はもちろん、学院役員、先生方や
PTAの皆様にもご参加いただく予定です。お一人での参加も大歓迎です。
豪華景品を多数揃えておりますので、皆様方のご参加を心よりお待ち
申し上げております。

　平成24年３月28日（水）
ホテル・モントレ大阪におき
まして、山桜会役員と追手門
学院小学校、中・高等学校、
大手前中・高等学校の平成
23年度並びに平成24年度
PTA役員の皆様との懇親会が催されました。開会にあた
り田口会長より学院各校PTA役員の皆様との懇親が学
院発展に寄与すると考えられている旨のご挨拶があり、
川原学院理事長より学院の発展にはステイクホルダー
である皆様のご協力が不可欠であるとの熱い思いが
語られました。参加者の自己紹介により各校PTA役員の
皆様には卒業生が多く、また　ご自身は卒業生でなくと
もご家族の誰かが卒業生である確立が高いことが判り、

この「和」は貴重なも
のであるとのご意見
をいただき、吉兆を
予感させる機会とな
りました。
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お問い合わせは ☎06-6940-3481 （山桜会事務局）

女性枠入賞の特典も多数用意しております。

参加者には後日、集合時間・組合せ表・地図等を郵送致します。

会員交流委員長  寶来 郁子 （小79  大中高22期）

開催ゴルフ場 ： アートレイクゴルフ倶楽部

平成24年９月30日（日）　7時53分よりスタート（30組）

山桜会ゴルフコンペ

￥６,０００（プレーフィは各自ご精算下さい。）

　いつも山桜会報をご拝読頂き誠にありがとうございます。読んで楽しんで頂ける会報作りを目指しております。皆さまからのトピッ
クスやアイデアなどお知らせ戴ければ、出来る限り会員の声として取り上げていきたいと思っています。連絡先は山桜会事務局まで
FAX・ メールにてお願い致します。 山桜会広報委員会

第

のご案内

回

編集
後記

PTA役員の皆様と山桜会による

懇親会が開催されました

開催日時

集合時間

開催場所

競技方法

申込方法

備　考

参 加 費

７時20分より　各組スタート時間の30分前（時間厳守）

特別料金 ２０,０００円（昼食付き）

参加者氏名（ふりがな）・性別・卒業校 /期・住所・連絡先を記入の上、
山桜会事務局までＦＡＸもしくはメールでお申込み下さい。
ご希望の組合せがあれば、お申し出ください。
７月末日締切。但し、定員になり次第締め切らせていただきます。

山桜会事務局  FAX: 06-6940-3482　mail: office@yamazakurkai.com 

40歳を迎えられる卒業期

広報副委員長  永田 久史 （大中高30期）
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1854年（嘉永７年）、日
米和親条約締結とともに
当初の計画を縮小し、完
成したのは５ケ所程度
でした。
　埋立地とされていた江
戸城の南東方向の湿地
帯（浅瀬）は時を経て、
1985年（昭和60年）になると、開発計画が浮上し、新都心建設計
画つまり［東京テレポート構想］から［臨海副都心計画］へと発展し
て行き、埋立地お台場は液状化対策等を施され、レインボーブリッ
ジ、ゆりかもめ等が整備されました。
　1998年（平成10年）、日仏文化交流行事「日本におけるフラン
ス年」の開会式はお台場で行われ、式典の最後にフランスから一
時借用の「自由の女神」がライトアップされ、式典に興を添えたの
でした。この像は、フランスへ返還されましたが、2000年にレプリ
カが現在の位置に設置されました。
　球形展望台からの景色を満喫した後、私たちは、喫茶店に入り
一息つき、おしゃべりタイムを楽しみました。普段は無口に見える
東京山桜会　山根会長がいつになくすらすらお話をされるのにび
っくりしましたが、お話はとても面白く、皆、大笑いで、とても楽しい
ひと時でした。
　楽しい一日を過ごした一行は、臨海景色と夕日を見ながら、ゆり
かもめに乗って家路を辿ったのでした。

第13回 校外教授 『お台場今昔』

Love In Again2012

佐伯 文子（大中高19期）

実行委員  辻坂  考（茨高32期）
　　　 市川（木原）美紀（茨中12  茨高32期）

「校外教授」 次回のお知らせ

日　時：2012年（平成24年）11月７日（水）　13:10～15:40
場　所：市ケ谷台（防衛省）
概　要：防衛省敷地内の見学（記念館・厚生棟・広報展示室など）
《お問合せ先》
TEL＆FAX 049-283-7343　東京山桜会事務局　荒川（中高4期）

　平成23年11月12日(土)、お台場のホテルグランパシフィックに
ある「楼蘭」に16名が集まり、和気あいあいのもとゆったりと寛ぎ、
おいしい料理に舌鼓をうちながら、山桜会会長田口順一氏の自己
紹介と追手門学院の近況、川口先輩の東北地方仮設住宅設置の
苦労話、荒川氏の「お台場と副都心」のスピーチに耳を傾けました。
　食後、お台場遠望のため、フジテレビにある銀色の球形展望台へ
登りました。晴天に恵まれ東京を一望し、お台場跡を眺めました。
富士山も見え、レインボーブリッジも美しく、青空と緑と青い海・白
い建築物のコントラストが調和し、感動と爽快感を満喫しました。
太陽が沈み、ライトアップしたお台場の夜景は、さぞ素晴らしいも
のではないかと思えました。
　さて、「お台場」の名称は、徳川幕府が開国を迫るペリー再来航
対抗のため、品川沖に構築した海上の砲台に由来しています。フジ
テレビ展望台から見えた砲台跡は、第３番目の砲台になります。
　1853年（嘉永６年）、ペリー艦隊の来航は幕府にとって大事件
でした。当時は、武士階級が庶民の上に立ち、治め、威張っていま
したが、黒船を見て、周章狼狽している様子を皮肉った狂歌が伝
わっております。
『太平の  眠りを覚ます  上喜撰  たった４杯で  夜も眠れず』
（高級なお茶の銘柄“上喜撰”と蒸気船（黒船）をかけています。）
　開国を迫るペリーと国是（鎖国）を盾に開国拒否の幕府との交
渉は、平行線のまま問題先送りで、ペリーは再来航を表明し、ひと
まず引き揚げたのでした。　幕府は、ペリーの再来航に備え、武力
による江戸城防備を最優先にし、品川沖の浅瀬に海上砲台を計画
し、伊豆の国・韮山の
代官　江川太郎左衛
門を抜擢し、砲台構築
および大砲作成の采
配を任せたのでした。
砲台は、当初11ケ所
の 予 定でした が 、

東京山桜会
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昨年のLove In Again2011では、沢山の追手門の方々に来て頂きありがとうございました。
メンバー一同、あの感動を忘れることなく、2012を開催出来るように１年間掛けて練習を重ねてきました。
おかげさまで、今年もLove In Again2012を開催させて頂けることとなりましたことに感謝しております。

ヤン神バンド 神谷　健・木村（茨30期）・拝郷（茨33期）・石橋（茨59期）
茨木30期バンド 平・阿瀬・大野・中川・木村・船田（射場）
茨木32期バンド 奥村・谷岡・市川・松田（乾）・田上・西口・坂井（31期）・拝郷（33期）
茨木34期バンド 井出・田井・中尾
現役高校生バンド 西口・木村（大61期）・船田・小林（茨61期）・小畠（大62期）
ダンスパフォーマンス 辻　喜子（茨32期）

2012/8/25（土）　　開場：15:00 ／ 開演：16:00
チケット：おひとり１０００円　（フード持ち込み可・ドリンク不可・ワンドリンク購入要）
昨年と同じ千日前アナザードリームにて  http://www.an-dream.com/
◆チケットのお申込み・お問い合わせは、koue@hcn.zaq.ne.jp　市川（木原32期）まで

★ブログ  http://loveinagain.blog.fc2.com/    ★Facebook  https://www.facebook.com/otemonLoveInAgain

出演バンドメンバー
のご紹介



江南 美加 （小88 大中高31期）

豊岡 英子 （茨高48期）
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東北の力、日本人の力、頑張れ東北

大学３年生から自転車競技を始め、卒業して
からもアルバイトをしながら競技を続けていま
パナソニックレディースに入り、自転車を仕事
とすることになりました。アルバイト時代に冬
期の自転車競技であるシクロクロスで全日
本チャンピオンになり、それから現在まで７連
覇しています。
毎年冬期は日本国内だけではなく自転車の本
場ヨーロッパを拠点に２ヶ月間世界を相手に
戦い、世界の頂点を目指して活動しています。

平成24年2月25日(土)、チャーターしたバスに
23名が乗り込み、丹波篠山へ向かいました。創
業1797年の鳳鳴酒造さんは音楽振動醸造酒
醸成のため、常にモーツァルトやベートーベン
の曲が流れています。その中で、杜氏のお話
を伺いながらいただいた搾りたての日本酒
は微炭酸でフルーティー、思いのほか盃がすすみました。でも、
度数は凄く高いんですよ。お昼は、創業100年の潯陽楼での牡
丹鍋です。猪肉とみそのスープが丹波の地野菜にしみ込んで、
最後のお雑炊までおいしくいただきました。さまざまな学年の

同窓生が集い、楽しいひと時を
共有する事ができました。又、小
旅行気分でいいリフレッシュにも
なりました。また来年、新酒の季
節に皆さまと集える事を心待ち
にしております。

平成24年4月21日(土)、レストラン「
GAZEBO」でオール追手門の世代を
超えた交流を目的に『花と遊ぶ』とい

うイベントを開催致しました。講師の花人赤井勝先生がご用意
くださった花器と用具を用い、多種の花々から好きな花をふん
だんに選んで、それぞれ個性あふれる作品を2点仕上げていき
ました。参加者は山桜会会員からPTA関係まで32名（うち男
性2名）。和やかな雰囲気の中で、優雅にお花を堪能していただ
けたと思います。
その後のランチタイムでは、会員交流委員会の趣旨のとおり、
参加者それぞれがお友達の輪を広げて、より親睦が深まったよ
うに感じました。年内にもう一度開催したいと思います。山桜会
ホームページで
チェックをお願
い致します。

平成24年１月末に愛知県日本
ガイシスケートリンクにて開催
の第67回国民体育大会冬季大
会フィギアスケート競技・シング
ルスケーティング・少年男子の
部において、大手前高等学校
1年6組の笹原景一郎君が全国８位の成績を収められました。
3歳よりスケートを始め、一昨年の練習中の怪我より４ヶ月後に
復帰し、今回の国体予選には完全な調子で挑め、良い結果を残
すことができたようです。今後の目標としては、インターハイにも
出場を果たし、全日本の選手として選出されるよう頑張りたいと
のことでした。今後の活躍を期待します！

私は現在、プロの自転車選手として
活動しています

酒蔵見学と牡丹鍋に参加して
『花と遊ぶ』

夢は日本代表渉外
交流

会員交流委員長  寶来 郁子
（小79  大中高22期）

～講師に花人 赤井勝先生を迎えて～

ブログアドレス：http://ayakotoyooka.blog20.fc2.com/

会員交流委員会イベント

広報副委員長  永田 久史 （大中高30期）

佐藤 文一郎 小63・中高6期

取締役会長

佐藤 文一郎
代表取締役

佐藤 元信

塩見 啓二 小85・大中高28期 小90・103期  PTA

ご存じですか？

次報へ続く
辻田 四郎 小67・中10期
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 （社）ガールスカウト日本連盟大阪府支部　支部長　畳谷 久仁子 （小70 中高13期）

　ミャンマーの村で出会った、赤ん坊を抱いた幼い母親に「少女
の歩む人生は彼女自身が選んだ道であってほしい」と言う思いで、
2007年より始まったガールスカウト大阪府支部の事業、「ミャン
マー・スタディーツアー」は全ての子どもたちが学校に通い、教
育を受けて、「自分で自分のことを考えることが出来る力をつけて
ほしい」と願ってきました。　乾季には水の確保が困難で、毎日
遠くまで水を汲みに行くのは子どもたちや女性の仕事です。その
ために、学校へ行く時間も、経済的余裕がないのが村の現状です。
また、汚い水を飲料水に使用するために、水源起因の病気での
死亡率が高いのです。私たちは子どもたちの衛生状態を改善す
るため、また、教育の機会を持ってほしいために井戸の提供や
交流を通じて手洗い、歯みがき指導などの啓蒙活動を行ってき
ました。その活動が世界連盟より大きな評価を受け、2011年に
日本で初めてのオレブ賞を受賞しました。
その結果、長年の願いが叶い、2012年1月2日に民主化運動の
指導者であるアウン・サン・スー・チーさんと会談する機会をいた

だきました。各国の首脳が先を
争って面会される中、外国の少
女たちが会うことは異例のこと
です。
ビルマと呼ばれていた時代に
スー・チーさんは11～17歳の
間、ガールガイドとして私たちと
同じような活動を通じて楽しい
思い出を持ったことを話されま

した。参加した少女たちは臆することなく、自分たちの考えや気
持ちをお話しし、スー・チーさんは一つひとつ丁寧に、教育や
私たちの活動について的確に、わかり易く答えてくださいました。
と同時に、私は政府・与党の連邦団結発展党（USDP）のテーウー
総書記とも再会することが出来ました。10年以上前にエヤワディ
管区、パテインの村で井戸を提供する事業を許可下さった軍司
令官で、「当時は外国人が村の中で事業をすることについてはい
ろいろな意見があり難しかったが、私は国民のためになると思っ
て許可を出しました」と話されました。　政治的には両端にいらっ
しゃるお二人ですが、どちらも国民のために努力されている偉大
な方だと尊敬しています。
１月４日はミャンマーの独立記念日でした。私たちにとっての「自
由」とミャンマーの国民にとっての「自由」は重さが違います。私
たちはもう一度その意味を考えてみたいものです。

ミャンマーの二人の指導者に願いを託して

今回、第２回追手門川柳は、山桜会の皆様に募集しましたところ、たくさんの秀作をお送りいただき誠にありがとうございました。
伝統ある追手門で過ごしたその思いが感じ取れる作品ばかりで、とても楽しく拝見いたしました。
第３回は、茨木の中・高生の皆様より、体育祭をテーマに募集致します。たくさんのご応募をお待ちしております。

金賞

銀賞

藤井 則彦 （小59・中2期）

作品講評

「追手門」 も見ずに 卒業した不覚

銅賞

衣笠 朱音（茨高58期）

林 由佳里（小116期）

体育祭テーマ

山桜会報90号にて発 表

応募対象

第三回 募集要項
第
二
回

茨木中・高　在校生

錦城に  負けじと伸びよ  山桜

追手門  白髪が咲かす  山桜

懐かしの  追坂登って  息あがる

関西の  学習院と  噂され

読んでいて、思わず笑ってしまいました。そのとおりだなと思われた会員の方も多いのではないでしょうか。

【選者】  川原 俊明　田口 順一　林田 隆行
杉岡 文彦（小63・高6期）

満開の  お濠に浮かぶ  追手門 恒川 雅宏（大中高49期）

寺脇 純一（高8期）

入賞者副賞 （金・銀・銅賞）
万城目氏サイン入り著作本

参加賞　　
オリジナル携帯ストラップ

詳細

詳細

詳細
詳しくは山桜会オフィシャルホームページへ
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小学校 97期生  合同祝賀会

小学校97期で、津田先生の校長退任、東田先生の校長就任、
田邉先生の教頭退任及び幼稚園園長就任をお祝いし、同窓の皆
さまとの旧交を温める機会にしたいと思っております。詳しくは、
郵送済みの案内状又は山桜会HPをご確認下さい。

開 催 日：2012年8月19日(日)　12:00～14:00
開催会場：GARB weeks （中之島公園内）
　TEL.06-6226-0181 　http://www.garbweeks.com/shop/
会　　費：10,000円
幹　　事：佐野綾美、辻元拓士、林 裕悟
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　先般、新聞報道でもありましたように、京大アメリカンフット
ボール部前監督の水野彌一氏が、追手門学院の地域文化創造
機構客員特別教授ならびに追手門学院高等学校のスポーツ
コースアドバイザーに就任されました。
　水野氏は、それまで弱小チームといわれた京大アメフト部を
ライスボウルで４度の日本一、甲子園ボウルで６度の学生王
者に導くなどの実績があり、名将と謳われておられます。
　特に、この４月に新設された高等学校のスポーツコースのア
ドバイザーとしては、週に３回程度、アメリカンフットボール部
の指導、また、スポーツコースのコーチングスタッフに対して
のアドバイスやスポーツコースの生徒たちに講話などをしてい
ただく予定です。

　４月11日、追手門
学院大阪梅田サテラ
イトで行われた記者
発表で、水野氏は「全
国大会の出場経験は
ないが、良い素質を
持った選手が多い。
やるからには日本一
を目指す。」と高校日
本一を目標に掲げら
れました。

茨木高24期生  同窓会予告
開 催 日：2012年10月20日（土）　12:00～15:00
開催会場：リーガロイヤルホテル グランキューブ大阪12階
　　　　　レストラン グラントック（Grande Toque）
　　　　　TEL.06-6448-1121 　大阪市北区中之島5-3-68
会　　費：10,000円
・二次会／2階喫茶グランキューブ　15:15～17:15
　　　　　会費 3,000円
幹　　事：安部（田中）順子、白井一美、西家（柏原）由美、山口（森川）康子、
　　　　　今村 太、岡田正剛、神農慶造、山口 泰、門井貴弘
※整理の都合上、出欠のお返事は8月31日までに幹事までお願いいたします。

茨木高40期生  同窓会予告

20年ぶりに懐かしい顔をお見せ下さい。少し先のことですが、今から
ご予定を調整頂きますようお願いします。別途9月頃に御案内を差し
上げます。住所不明の方もいらっしゃいますので、連絡を取り合っている
ご友人にお声掛けいただき、一人でも多くの40期生にお集まり頂ける
ようご協力お願いします。

開 催 日：2012年10月28日(日)　14:00～
開催会場：追手門学院 大阪城スクエア　　TEL.06-6942-2788
会　　費：最大5,000円（下がるよう努力します）
幹　　事：清田知宏、山田眞由美、中村文治
連 絡 先：oiko40ki@gmail.com

茨木高19期生  還暦同窓会

同窓会ホームページ上に掲載している住所不明者の中で、ご存知
の方がおられましたらご連絡を賜りますよう重ねてお願い申し上げ
ます。http://hotsy.oops.jp/d/dosokai.html
※「掲示板」へのパスワードは郵送しました「同窓会の案内」に記載してあります。

開 催 日：2012年9月30日(日)　14:00～16:30
開催会場：大阪新阪急ホテル2階  紫の間 　TEL.06-6372-5101
会　　費：一次会／10,000円 （安くできるよう努力しています。）
　　　　　二次会／ 3,000円  新阪急ホテル地下１階
幹　　事：内藤  寛　　　　　　　　　　　「リード」16:45～

開催予告

大手前中・高30期生 第5回同窓会

今年も４年に一度の同窓会がやって参りました。
詳細につきましては、９月初旬に案内状をお送りする予定です。
沢山のご参加をお待ちしております。

開 催 日：2012年11月17日（土）　20：00～
開催会場：カフェレストラン GARB weeks（ガーブウィークス）
　大阪市北区中之島１-１-29 中之島公園内　TEL06-6226-0181
　http://www.garbweeks.com/shop/
幹　　事：山本 昌彦
連 絡 先：TEL  090-7119-3358

大手前中・高19期生 還暦同窓会

ともに思い出を育んだ母校追手門学院大手前中高等学校に在る、
大阪城スクエアで、新たな思い出「還暦同窓会」を祝いましょう。
多くの恩師の先生方もお招きいたします。ぜひ、お声がけの上、
ご参集ください。

開 催 日：2012年11月24日（土）　13:00～受付　13:30開宴
開催会場：追手門学院  大阪城スクエア  大手前ホール
　大阪市中央区大手前1-3-20　京阪電書または地下鉄谷町線「天満橋」
会　　費：5,000円
幹　　事：北村勝康

「高校日本一を目指す！」＝前京大アメフット部監督の水野氏が追手門高校を指導＝
追手門学院中・高等学校  校長  佐々木  実

開催予告

開催予告開催予告

開催予告開催予告
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茨木高31期 プチ同窓会

平成23年12月2日、
茨高31期17名でプ
チ同窓会を開きまし
た。少人数でも集まれ
ばすぐに、気持は高
校生となり、楽しい時
間を過ごすことがで
きました。

今年は茨木31期 2年4組の同窓会の提案がありますが、連
絡のとれない方が多く困っています。会報をご覧になりまし
たら、ご友人の情報を山桜会事務局までお知らせ下さい。同
窓会の詳細は決まり次第、山桜会ホームページに掲載しま
すのでそちらでのチェックもお願致します。

田中泰子

大手前中・高38期 同窓会
2011年11月5日(土)

昨年は私たちの多くが40歳という節目の歳を迎え、また東日本大
震災があったことで、繋がりの大切さを感じていた中での開催とな
りました。当日は、竹内孝治先生、南登章生先生、西浦誠先生がご
出席くださり、生徒は68名の出席。遠くは海外からの参加もあり、
20余年の歳月を一瞬にして超え、在学時と同じように和気藹々とし
た雰囲気の中でのひと時となりました。欠席者のメッセージ紹介、
在学時の写真を取り入れたスライドショー、ミュージシャンとして活
躍する同窓生の即興演奏もあり、瞬く間に時間が過ぎていき、２時
間半という時間はとても短いものでしたが、今後の38期の繋がりや
追手門学院との結びつきを強くする機会になったのであれば幸い
と思いを致しております。今回の同窓会を通じまして、大切な10代
を良き師・良き友に恵まれて追手門学院で過ごすことができた幸
せをあらためて実感し、感謝の思いでいっぱいになりました。

幹事　西川優子

2011年12月2日（金）
50歳同窓会盛況裡に開催されました！
小86・大手前中高29・茨木中9高29期同窓会

2012年4月15日（日）

小101期 プチ同窓会

恩師である津田克彦校長と田邊雅一副
校長が、平成23年度をもって追手門学
院小学校を離れられるという事で、急遽
Facebookを通じて101期生に呼びか
け、平成24年3月24日、プチ同窓会を開
催致しました。
年度末のお忙しい中、津田校長、田邊副
校長、低学年時に教研でお世話になっ
た岡本善美先生がお越し下さるという
事で総勢20名の101期生が集まり、昔
話に花が咲きました。
近々本格的に同窓会を開催する予定で
す。101期の皆さん、Facebookに101期
のグループを作成しておりますのでご
登録よろしくお願いいたします！

幹事　助永親彦

2012年3月24日(土)

追手門学院高等学校硬式野球部
平間勝一先生を囲む会

平成 2 4年 4月2 2日
（日）、ホテルグランビア
大阪にて40年間に渡り
硬式野球部で監督・部
長を務めて頂いた平田
勝一先生の長年のご苦
労をねぎらうため、茨高
25期から46期までの有
志により、平田勝一先生
を囲む会を開催いたしました。
当日は、柴岡浩平先生、橋本一定先生、杵築辰彦先生をお迎えし、有志46名、計50
名の参加で、当時の練習、試合など、次々に話題にこと欠かず、次回はグラウンドで

試合をしよう！！と、年代を越えて大変盛り上がりま
した。二次会、三次会と夜遅くまで、思い出話が尽き
る事はありませんでした。最後に、山桜会、連絡を取
り合って頂いた諸先輩方、同期、後輩の皆様に御礼
申し上げます。

幹事　上田直宏 （茨高31期）

2012年4月22日(日)

４月15日（日）、小学校86期･大手前中高29期･茨木中9高29期生53名が、大阪城スクエ
ア大手前ホールに集いました。眼下に桜を臨む素晴らしい眺望を堪能後、恩師の先生の
元気なご様子に感動！　久々の再会に旧交を温めると、学舎を超えたジャンケン大会でド
キドキ！　集合写真に校歌斉唱・・・母校への思いを巡らせ、あっという間に楽しいひと時
が過ぎました。

幹事　田津原 裕晃（小86期）

当時の茨木と大手前は交流がなく、合同での同窓会はうまくいくのか心配でした。なぜか
準備段階から参加し、楽しく当日を迎え、終わってみれば新しい友達が一度にたくさんで
きたようです。追手門に通っていてよかった、通わせてくれた両親に改めて「ありがとう」と
伝えました。これを機に交流を深めていければと思います。

幹事　廣井典子（茨高29期）

ご報告

ご報告

ご報告

ご報告ご報告

詳細
詳しくは山桜会オフィシャルホームページへ
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70歳同窓会開催される！
2012年1月28日(土)

昨年の30歳同窓会に続いて、70歳同窓会（小65･中高8期）が1月28日
(土)に開催された山桜会新年会にて併設開催されました。これは学年
同窓会を開催し、小中高一体となって母校への思いをより一層強めて
いただき、各クラス会開催のきっかけになればとの思いで同窓会サ
ポート委員会が企画しています。
70歳同窓会では、新年会を利用させていただき、着席で食事を摂って
いただく企画と致しました。又、新年会には恩師も数多くご出席いただ
いており、70歳の同窓生も懐かしいお顔と再会し、昔を偲んで旧交を温め
ていただきながら、楽しいひと時をお過ごしいただくことができました。
今後とも10年毎に開催される学年同窓会へ、ぜひご出席ください。
同窓会サポート委員会

89

【卒業50年の集い】高等部９期生同窓会
2011年10月15日(土)

高等部9期生の学年合同同窓会は、目の前に大阪城と石垣とお堀が、その向こう
には母校の屋根が見える素晴らしい眺望が広がる、KKRホテル大阪6階「桐の
間」において開催されました。雨にもかかわらず、6名の先生方にお越しいただ
き、総勢61名の出席となりました。恩師を代表して酒井先生にご挨拶をいただい
た後、中川先生の乾杯のご発声、そして、柴岡先生・橋本先生・岩田先生・山本先
生からそれぞれご挨拶を頂きました。
卒業生の大半が古希を迎えても意気軒昂、それ以上にお元気な先生方には驚
かされました。参加者は3年ぶりの同窓会でお互いの近況を語り合い、高校時代
を思い出し、席を移動しながら旧交を温めていました。最後は、iPadによる伴奏

で恒例の校歌を歌
い、大阪締めで閉
会となりました。会
場全体が懐かしい
雰囲気に包まれた
あっという間の3時
間でした。

幹事　安井晴彦

ご報告

茨木高28期  同窓会 2011年10月8日(土)

50歳の節目となる昨年10月８日、ザ・リッツ・カールトン大阪にて第5回追手門学院高等学校（茨木
学舎）28期卒業生同窓会を行いました。
残念ながら、先生方には諸事情でご参加していただけませんでしたが、53名の懐かしい同窓生と楽
しい時間を過ごすことができました。約2時間半という短い時間でしたが、みんな再会と同時に気持
ちはすぐに高校時代にもどり、話が尽きなかったようです。そのまま二次会のカラオケ会場へと流れ
て行きました。同窓会の通知が届かなかった方や、卒業後住所変更をされていない方は、できるだ
け山櫻会へ住所変更などの手続きをしておいてくださいね。次回は、さらにたくさんの方々にご参加
していただいて、再会を楽しみたいと思います。なお、次回の幹事は、3年6組 安田雅彦くんと、寺田
恭子さんです。よろしくお願いします。

28期同窓会 第5回幹事 3年2組　政岡  元・西中良太・白水好子

茨木高23期同窓会
2012年2月25日(土)

　2月25日（土）午後6時30分より堺筋倶楽部にて３年ぶりの同窓会が７組の
幹事で開催されました。岡本安明君の計らいで、大正ロマン時代の重厚な建
物のレストラン堺筋倶楽部でイタリアンのフルコースを頂きながらの豪華な
同窓会になりました。しかしいつも通りあちこちで笑い声があがり、にぎやかな
２時間半が過ぎていきました。外見はおじさんおばさんですが、気持ちは高校
当時にもどり若返ることができ、本当に同窓会はいいものです。２年に１回の

開催予定が２年過ぎ
ても案内がなく途切れ
てしまうのかと心配で
したが無事開催して頂
き、幹事の皆様お疲れ
様でした。今回欠席の
23期の皆さん、次回は
１組幹事で２年後で
すので是非出席して下
さい。

松本暁子

まだ、少し寒さの残る4月7日土曜日の夜19時から中ノ島中央公会堂の下の中
ノ島倶楽部で、同窓会が行われました。学生時代に図書館に通ったりして、懐
かしい場所では？と思い、今回この場所を選びました。 幹事は、栗山卓司、谷
内信二郎、濱田（寺内）寿美子。
出席者は、先生を含め31名。少しこじんまりしていましたが、ひさしぶりの人、
遠くからの人などが集い、本当に楽しい集まりになりました。スライドの懐かし
い写真を楽しんだり、近況報告をしあったのですが、あっという間に２時間が
過ぎてしまいました。　　　

次回も、恩師の先生を含
め、多くの皆様に元気でお
目にかかれますように。
次回幹事は、轟真雷、長井
健至、小林（石田）朋子（敬
称略）です。

幹事　濱田（寺内）寿美子

大手前中･高23期生同窓会
2012年4月7日(土)

ご報告

ご報告ご報告

ご報告

詳細
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小学校  校長
東田 充司

小学校  教頭
杉田 圭一

山桜会の皆様には、平素より多大なるご理解とご支援を賜りまして、有難うございます。
　４月より校長を拝命いたしました。伝統と栄光ある追手門学院小学校の第21代校長に就かせてい
ただく重責に身の引き締まる思いです。大阪偕行社附属小学校より脈々と流れる建学の精神を忘れ
ることなく、進取の精神を常に取り入れ、教職員が一致団結して追手門学院小学校のさらなる発展の
為に、微力ながら持てる全力を尽くします。
　「ゆるぎない追手門教育の練達」を指針に、高い志を持った、輝く追手門の子を育成します。『すべ
ては子どもたちのために』これが教職員の合言葉です。限りない愛情を持って子どもたちを育てます。
今後ともご指導ご鞭撻の程、よろしくお願いいたします。

　今年度４月より教頭職を拝命致しました。124年の伝統の重みと重責に応えられるよう、また、東
田校長のサポートができるように、日々精進していきたいと思います。
　５月25日（金）に、本校を会場として、西日本私立小学校連合会の研修会を行いました。当日は、
約千名の先生方が集まり、我々は２年生以上の全学級（20クラス）の授業を公開しました。日頃の
研究、研鑽の成果と、子供たちの礼儀正しく、且つ生き生きとした学習活動や生活の様子を見てい
ただきたく、準備に万全を期し、この研修会に臨みました。結果、西日本の先生方から、賞賛のお言葉
を沢山頂戴しました。
　このように、小学校は西日本一、いや、日本一を目指して努力しておりますので、山桜会の皆様に
は、今後、母校の発展のために、益々のご協力とご支援をよろしくお願い致します。

　伝統ある追手門学院に奉職し、昨年度は理事長室にて幼稚園から大学までの一貫連携教育の推
進に係る業務にかかわらせていただき、サイエンス教育や国際教育の取り組みを通しまして、学院
ブランディングの更なる向上を図ってまいりました。この４月からは、追手門学院中・高等学校の中高
一貫（六貫）教頭、ならびに、新たに学院に創設されました一貫連携教育推進機構副機構長を拝命い
たしました。本校の「スポーツコース」の設置、大手前高校の「追手門コース」の設置、「こども園」の
開設、幼・小・両中高による「上海使節団」の派遣など、学院創立130周年、さらには、その先の未来を
見据えた学院全体の取り組みを今後展開してまいります。「オール追手門」の更なる前進のため、山櫻
会の皆様には、どうぞ御指導御鞭撻の程、宜しくお願い申し上げます。

　４月より、25年間勤めた茨木中高から、大手前中高へ異動となりました。茨木でお世話にな
りました皆様に感謝申し上げますとともに、大手前の地でも精一杯務めさせていただく覚
悟ですので、よろしくお願いいたします。
　さて、茨木・大手前の両高校では多くの新入生を迎えることができましたが、中学入試で
は厳しい状況が続いています。高校入試についても今後の状況を考えたとき、全く楽観的に
構えてはいられません。今後は両中高の総力を結集して教育活動に当たり、学院理念の「独
立自彊・社会有為」の人財育成をさらに推し進めていくことが課題になります。
　原田校長が掲げられた、「授業中心主義」と「組織の構築」という今年度の重点目標を常に
意識しながら、大手前の先生方とともにより良い学校を築いてまいります。皆様のご支援をよ
ろしくお願いいたします。

母校の発展のために

就任のご挨拶

異動のご挨拶

着任に際しまして

大手前中・高等学校  中学教頭

木内 淳詞

中・高等学校（茨木）教頭
一貫連携教育機構副機構長

荒木 貴之
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　校友会山桜会の皆様には、本校の教育活動の推進にご理解ご支援を
賜り心より感謝申し上げます。
　昨年春、本校の通用門に燕が巣を作り、巣立った一羽が帰って来ま
した。私の田舎では、燕が巣を作るとその家が栄えると言います。今年も
よい１年になる予感がします。本校の近況をお伝えします。

●吹奏楽部の活躍
　～吹奏楽部の演奏で国歌斉唱、地域活動にも貢献～

　平成24年度がスタートしました。中・高卒業式、入学式には、山桜会
田口順一会長、平泉憲一副会長にご臨席を賜りました。式典ではいつも
吹奏楽部の諸君が活躍してくれ、国歌斉唱の演奏など式典に花を添え
てくれています。吹奏楽の生演奏で国歌斉唱する学校は稀少です。大阪
城の天守閣をいただく歴史ある学校に相応しい誇らしいことと自負して
います。吹奏楽部は、本校40期卒の山寺由利子先生の指導で活発に活
動しています。式典のみならず学校説明会では、来校者にひと時の和み
の時間を提供してくれています。また、地域行事にも積極的に参加し
主催者から感謝され、追手門学院大手前中・高等学校の存在感を示し
てくれています。毎年、４月に開催される“東三世代交通安全フェア”で多
くの聴衆を前に演奏や警察の方と交通安全啓発の寸劇もしてくれました。
また、毎年、12月には、関西国際空港でのクリスマスコンサートに招かれ、
空港内の行き交う大勢の人が足を止めて演奏に聴き入っています。

●中学校の耐寒登山　～金剛山雪中登山～
　今年も２月に中１，２年生がチャレンジしました。解けた雪が前夜に
厚い氷となり、当日はその上に10cmほどの雪が積もっていました。登り
始めは汗ばむ気温で防寒衣を脱ぐ生徒もいました。途中で隊列を止め、
一斉にアイゼンを装着しました。低温で悴む指先での装着は大変ですが、
事前の着脱指導の効果もあり全員が短時間で装着できていました。
山頂は、吹雪で視界も悪く、生徒たちは冬山をしっかりと体感しました。

山頂では、愛情の詰まった弁当を友達と楽しそうに頬張っていました。今
回の登山は、まず、耐寒登山係の生徒と教師が事前登山をします。そして、
本番当日に欠席した生徒を連れ、後日、再登山するのです。正直、私はこ
れには驚きました。担当の教員は最低３度の登山をすることになります。

●国際教育の推進
　～上海師範大学附属第二外国語学校との調印式～

　去る３月20日、茨木校の佐々木校長と上海師範大学附属第二外国語
学校との調印式に臨みました。学院が進める国際教育の一環として、両
中高も国際教育を一歩進めようとするものです。私は、３月19日の修了
式を終え、上海に。翌日、調印式を行い、夕方に上海を出発し帰国。慌し
い調印式でした。上海師範大学で調印式を終え、附属第二外国語学校
を訪ねました。上海市内から車で１時間余りの田園地帯の中にあり、学
校近くの狭い道の路肩では近くの川で捕れたフナをその場で捌いて売
っていて、何人もの村民が買っていました。付近には、いくつかの学校が
あり、マンション建設や地下鉄駅の建設も行われており、中国の活況の
一幕を見た思いがしました。高校１年生の日本語が話せる女子生徒が
案内をしてくれました。学校は小学校、中学校、高等学校からなり、ほと
んどの児童・生徒は寄宿舎生活で、土・日に帰宅すると言っていました。
上海師範大学は公立ですが、附属第二外国語学校は私学ということで
した。高等学校には韓国からの留学生１クラスあり、授業を受ける階、寄
宿舎の階、食堂の階が中国人の生徒と分けられていました。因みに、案
内してくれた女子高校生はアメリカ合衆国に留学すると言っていました。

追手門学院大手前中・高等学校  校長  原田 哲次近況を報告

前へ前へと絆を信じて

重里 欣孝 大高24期 贄田　肇 大高19期 渕端  孟 小59期 渕端 弘子 大中高30期

桂  知伸 小91期・大中高34期

池田 賢八郎 大中高47期
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　校友会山桜会の皆さまには、日頃よりお力添えをいただき、心よ
感謝申し上げます。
　中高としましては、さらに「活力ある学校」の実現を目指して、教育
活動に日々努める所存です。そして、そのために、今年度の重点目標
に、教員の「教育力」向上を掲げました。
　教育の成果をどこでみるのかについては、様々な議論があります
が、授業やクラス、クラブ活動で、どれほど多くの生徒たちの目が輝
いているのか、ということが大切であると思っております。
　今回は、中高教育の方針と近況についてご報告いたします。

●学院教育理念「独立自彊・社会有為」に
　基づく人間形成教育
　私学は、「こういう時代だ
からこそ、こういう人財を育
成したい」という建学の精神
から、創設されたものです。
そして、そうした追手門学院
創設の「志」は、学院教育理
念「独立自彊・社会有為」に
集約され、「志の教育」として
継承発展しております。
　前回も述べましたように、現代日本の社会状況は、未曾有の「人口
減少」社会であり、「ジャパンシンドローム」といわれる少子高齢社会
です。また、国民経済の空洞化の進行という問題も抱えています。
さらに、世界においても多極化構造に移行し、大きな変革の時代を
迎えているといえます。
　こうした時代状況だからこそ、中高等学校では、教育理念を
スローガンで終わらせず、学習・生活・ＨＲ・行事・クラブ活動など、
すべての教育活動の基軸に据え、教育理念に基づく人間形成教育
に努めております。
　不確かで、不透明な社会を生きていく生徒たちに、「私学ならでは」

の、「追手門ならでは」の教育、つまり「志の教育」が不可欠であると
考えています。

●「スポーツ」コース新設
　また、今年度から、「スポーツ」コースを新設いたしました。
このコース（１クラス）は、強化クラブのアメリカンフットボール部員
と女子サッカー部員、そして、ガンバ大阪ユースのメンバーから構成
されています。
　追手門学院大学とパートナーシップ協定を結んでいるガンバ
大阪からの依頼があり、昨年度、ユースメンバーを本校に受け入れ
ましたが、それを機に、スポーツコースを新設いたしました。
　「スポーツ」コース新設の意義としましては、スポーツ面で優れた
能力を有する生徒に対して、学院教育理念「独立自彊　社会有為」
に基づく教育指導を行い、地域や社会のスポーツ振興・発展に寄与・
貢献する人財を育成することです。
　また、学校教育とスポーツの関係性・有意義性を研究し、学校教
育におけるスポーツ及びスポーツ選手の在り方を追求し、充実した
学校文化（教育価値観）を創造、実践したいと考えております。
　高い目標に向かって努力邁進するスポーツコースのメンバーの
姿勢は、目標は異なっても、自らの目標の達成に努力する生徒たち
と、互いに好影響をもつものと期待し
ています。
　現状では、不足な点も多々ありま
すが、始めなければ、始まらないこと
でもあります。
　今後とも、皆さまの期待を力にして、
教育活動に努めてまいる所存です。
　山桜会の皆さまのご支援をよろ
しくお願い申し上げます。

中学文化祭・中１

そして未来へ

「私学」ならでは、「追手門」ならではの
教育を目指して 追手門学院中・高等学校（茨木）校長  佐々木  実

スポーツコース・女子サッカー部

池田 公利 茨高17期

ご良縁をお探しの方ぜひお電話
下さい。
35年の実績で多くのカップルが
誕生しました。

仲人
み ち こ

結婚
We�ing

嶋野 義夫 高17期 平泉 憲一 茨高25期 市川　晃 茨中4高24期
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追手門学院小学校  校長  東田 充司

追手門学院小学校の国際親善交流

　追手門学院校友会山桜会の皆様には、日頃より本校の教育活
動の推進に対して、多大なるご理解とご支援を賜り、感謝申し上げ
ます。今回は、昨年度の国際親善交流をご報告します。

●オーストラリア訪問
　７月20日より28日まで、オーストラリア・クイーンズランド州に
あるホーランドパークステイトスクールを、児童15名、引率教員
４名で訪問しました。19年の交流の中で児童の相互訪問は、訪豪
15回、訪日６回を数えます。

　クイーンズランド州
博物館で歴史を学び、
ローンパインコアラサ
ンクチュアリで動物た
ちと触れ合い、オース
トラリアを肌で感じる
ことが出来ました。学
校訪問では熱烈な歓
迎を受け、歓迎式典と

授業参加、ホストファミリーと過ごす５泊６日のホームステイで
交流を深めました。お別れ式での両校児童のリコーダー合奏および
「We are friends」の合唱では、永久の友情を誓い合いました。
必ずや将来の日豪の架け橋となってくれることでしょう。

●ハワイより来日
　３月13日より20日まで、ハワイ州マノアスクールよりJeanette 
Uyeda校長先生をはじめとする引率教員・保護者11名と児童23名が
来日されました。22年の交流の中で、児童の相互訪問は訪米12回、
訪日10回となりました。15日に本校を公式訪問され、歓迎式典で
は日本太鼓クラブ演奏、マノア児童からは演奏と合唱の披露が
あり、異文化を肌で感じることができました。各学級に分かれての

交流授業、引率者も参加して
の習字や剣道の授業体験な
ど、子どもたち同士が交流を
深める良い機会となりました。
　16日からは3泊4日のホー
ムステイが始まり、仲良く兄弟
姉妹の様に過ごす微笑ましい
姿が随所に見られました。両校
児童にとって、国際感覚を磨く
機会となりました。

●大韓民国訪問
　３月22日より24日まで、ソウルにある崇義初等学校を児童23名、
引率教員４名で訪問しました。昭和56年より教員による交流を
開始し、平成18年には崇義初等学校児童が初来日、本校児童の
訪問は昨年に続いて２回目です。
　歓迎式典では、本校児童は合唱と合奏を、崇義児童からはオー
ケストラ演奏が披露されました。音楽と英語教育で高名な私学
である崇義の子どもたちは、礼儀正しく優しく親切で、あっという間
にお互いが仲良くなりました。国立民族学博物館等の見学では、
大韓民国の歴史や文化を学ぶことが出来ました。極めて高い英語

力を身に付けた崇義
初等学校の子どもた
ちから得た刺激は大
きかったです。これか
らの両校の交流が
さらに深まることを
願っています。

明けない夜は無いから

本校児童による合唱

マノア児童による表現力豊かな合唱

歓迎式典後の記念撮影

小95期高山 勇二 小95期高山 勇二 木本 渺夫 小69期

木本内科木本内科
医療法人

木本 渺夫

〒590-0417
大阪府泉南郡熊取町和田 1-1-15

TEL：072-453-3306
FAX：072-452-8554

田口 順一 小78期 矢木 崇善 小80期

医療と介護

弘善会
KOUZENKAI  GROUP

弘善会矢木脳神経外科病院
大阪市東成区東今里２丁目12番13号
TEL.06-6978-2307  FAX.06-6978-2308
住之江区
　介護老人保健施設  アロンティアクラブ
　矢木クリニック ・ 訪問看護 ・ 訪問介護
　住宅型有料老人ホーム
住吉区
　老人デイサービス  「ル・ロゼイ」　
生野区
　弘善会クリニック ・ 訪問看護 ・ 訪問介護
　住宅型有料老人ホーム
http://www.kouzenkai.or.jp
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萩原 正民 （偕小53期）

平成24年新年会実行委員長

藤原 弘邦 （茨高24期）平成24年山桜会新年会のご報告

四 方 山 話
よ も やま ばなし

卒業生
大阪商工会議所入口に立つ三体の銅像の一人、第十代会頭の稲畑勝太郎（1862～1949）は、
15歳でフランスに公費留学、最先端の染色技術を学んだ。日露戦争時には黒だった帝国陸軍の
軍服がカーキ色に変わったのはこの稲畑の技術による。新大阪ホテルの建設時に、大阪商工会
議所会頭であった稲畑は、天王寺区小橋町の邸の石灯籠を新大阪ホテルに寄贈、後に建築家
巨匠吉田五十八先生の目に留まり、リーガロイヤルホテルに引き継がれた。宗伯爵家の姫を母
とする孫の勝雄（偕小49期）秀雄（51期）忠雄（53期）は揃って偕行社に学び、忠雄は私の同級
であった。稲畑産業は、現在も隆盛である。

1月28日（土）ウェスティン
ホテル大阪にて、252名の
方々をお迎えし、無事執り
行うことが出来ました。ご参
集頂きました皆さまには、
心よりお礼を申し上げます。
プロローグでは、東日本大
震災の復興を思い、司会者
の方による朗読が行われ、ヴァイオリンの演奏に合わせ、山桜
会会員が被災地に赴き写された写真映写。続いてヴァイオリン
の独奏とスクリーンには追手門の歴史映像が映し出
され、未来への光（希望）と追手門の未来とを重ね
合わせ、新年の誓いと致しました。ここで、改めて
司会者より、新年会開催の合図とともに、会長、ご
来賓のご挨拶を頂き、鏡割り、乾杯。その後カラオ
ケでの、各期毎の歌合戦、追手門学院ならではの幅
広い年代の方々に出演頂き、和気あいあいとしたも
のに成ったと思います。また、ダンス甲子園全国大

会の決勝戦に出場した、高校生ダンスユニットの２人にも飛び
入り参加で素晴らしい演技を披露して頂きました。(会報88号
に掲載）その後、皆さまから沢山の協賛品を頂き、例年以上
の品物で大抽選会を行い、多くの皆様に喜んで頂けたものと思
います。終盤になり、「かたじけなくも…」「錦城の…」の大合
唱と、無事新年会を終えることが出来ました。有難う御座いま
した。今後ともご支援・ご協力宜しくお願い申し上げます。
当日まで、準備にご協力頂きましたスタッフや、ホテルの関係
者の方々にもこの場を借りてお礼を申し上げます。

5

「舞台好きの祖母に連れられて子供の頃から舞台を良く見てい
ました。５歳の時に舞台に出る人になりたいと言い出し、以降ずっ
とその夢を追いかけていました。高校３年生の時に『劇団四季
ソング＆ダンス』を観て、衝撃をうけ、四季に入り
たいと強く思いました。その作品に出演され
ていた方の多くが、東京藝術大学の出身の
方でしたので３年生の冬に志望校をいき

なり東京藝術大学に変更して、担任
の吉村先生には本当に驚かれまし
た。」その後、同大大学院を修了し、
四季に入団。2007年、『ユタと不思
議な仲間たち』で初舞台を踏み、
『ウエストサイド物語』のマリア、
『オペラ座の怪人』のクリスティーヌ、
『赤毛のアン』のアン、『サウンド・オブ・
ミュージック』でもマリアを演じ、美し
いソプラノで観客を魅了している。
夢に向かって頑張っている後輩たち
へ「夢は信じて、努力したらきっと
叶います」と語ってくれました。

【恩師からのコメント（薗村栄子先生）】
「当時、体育授業で、クラス女子全員で行っていた創作ダンス
の発表会では、笠松さんのリズム感としなやかな動きは抜群で
した。」　詳しくはホームページをご覧ください

夢をかなえた卒業生 劇団四季で活躍中の笠松はる （茨高48期）
詳細

詳細

詳細
詳しくは山桜会オフィシャルホームページへ
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高田　薫 （大中高24期）

林 由佳里 （小116期）

義援金募金活動の
報告とお礼

東日本大震災
追悼チャリティーコンサート in プラハ

震災ボランティアに行って

東日本大震災に対する義援金募金
活動に際しましては、皆さまのあた
たかいご協力誠にありがとうござい
ました。山桜会にお届け頂きまし
た54,743円（2011年5月～2012
年3月分）と第88号山桜会報
（2011年12月発行）の広告掲載による義援金　
240,000円の合計294,743円を、3月21日日本赤十字
大阪支社に寄託いたしました。
被災地の一日も早い復旧をお祈りしますとともに、ご協
力いただきました皆さまに心から厚くお礼申しあげます。
義援金募金活動は継続して実施いたしますので、引き
続きご協力お願い申し上げます。
なお、義援金広告は、本号をもちまして、一旦終了致
します。次号からは従来通りの広告となります。広告に
ついてのお問い合わせ・お申込みは事務局までご連絡
ください。

宮城県寒風沢島。この島に着港した時、最初に私達ボランティアを出
迎えたのは瓦礫の山と水に浸かったプレハブの船着場だった。「現地
の方にとって震災は終わらない」そう直感した。
Youth For 3.11 という学生団体を通じて、このボランティアに応募し、
11 月 24 日から 28 日まで、私達は農地清掃ボランティアを行った。
この期間中、私は多くのことを学び、考えるきっかけを与えられた。
ボランティアは一方通行な行動ではなく、絆を結べるきっかけだ。現
地の方と手を取り合い、終わることのない震災という障害を乗り越え
ていきたい。

　レクイエム・プロジェクト実行委員会は、2012 年４月１日、
チェコ、プラハのドヴォルザークホールで、東日本大震災追悼
チャリティーコンサートを開催いたしました。プラハ在住の日本
人音楽家の方々などの多大なるお力添え、プラハ・フィルハー
モニー並びにキューン合唱団のご協力を得て実現することがで
きました。日本からもプロ声楽家５人、合唱団有志 15 人が
参加して被災地に向け、上田益作曲「レクイエム～あの日を・
あなたを忘れない」を現地の合唱団とともに心を込めて歌いま
した。（海外初演）

　チェコの演奏家の皆
さんも、「外国も日本の
被災地の事は決して忘
れていないということを
伝えたい」と心を一つ
にして下さいました。た
くさんのお客様にも募金
時に「頑張って！」など
言葉をかけていただき、
国境を越えた温かな
コンサートは大成功のうちに幕を閉じました。今回は、プラハ
で別途録音したCDが６月に発売されます。是非お聴き下さい。

お問い合わせはメール composer@neo.nifty.jpまで。

　昨年、岩手県・宮城県・福島県にお住まいの方々へご連絡を取ったところ、連絡のできた
会員14名の方の無事を確認する事ができました。しかし、それぞれが被災されておられ、
別住所へ避難されている方もおられました。その皆様に対して、私たち同じ追手門学院で学
んだ仲間として何か出来る事がないかと相談し、山桜会の有志で励ましの言葉を色紙に書いて
お送りしたところ、たいへん丁寧なお礼のお手紙をいただきました。
　元気だよ！　頑張ってるよ！　という内容にほっとし、逆に私たちのほうが励まされた感じです。
　どうか、お身体大事に。一日も早く、以前の生活に近づける日が来ることを心よりお祈り申し上げます。

ありがとう
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＜ 前 期 繰 越 金 ＞

＜ 収 入 ＞

入 会 金

年 会 費

賛 助 金・ 寄 付 金

総 会 収 入

新 年 会 収 入

会 報 広 告 料 収 入

ゴ ル フ 部 会 収 入

雑 収 入

利 息 収 入

収 入 小 計

合 計

＜ 支 出 ＞

事 務 費

交 通 出 張 費

支 部 助 成 費

総 会 費

新 年 会 費

会 議 費

総務委員会（会員情報）

広報委員会（会報）

広報委員会（ I T ）

渉外交流委員会（教育支援）

渉外交流委員会（交流）

会員交流委員会（ゴルフ部会）

「追手門のれん会」クーポン印刷代

雑 費

予 備 費

年会費入金手数料等

年 会 費 関 連 費 用

山桜会100周年積立金

成人のお祝い

東日本震災復興支援金

東日本大震災義援金

88号会報広告収入からの義援金

支 出 小 計

山 桜 会 基 金

次 期 繰 越 金

合　　　計

科　目

科 目

郵便貯金

普通預金

普通預金

普通預金

普通預金

普通預金

ダイワＭＭＦ

定期預金

定期預金

定期預金

定期預金

定期預金

未払い費用

資産合計

予算額 金　額 内　　容決算額 差　異 備考

平成２4年３月
卒業生分
３万×683名
前年度未納分の9,500円

平成２3年度
年会費

チャリティ
ゴルフコンペ
参加費

学校事務費
他

東京山桜会
３０万円

評議員会

会報
87号、88号

樒料、弔電
他

平成２4年３月
卒業生入会金
分を含む

7500円×
32件分

卒業式、体育大会
教職員への
記念品

小学校文化祭
菓子販売代金
他

❶

❶

❷

❸

❹

❺

❻

❼

 △

❷-A

❸-A

❹-A

❷-B

※

※

※

❸-B

❹-B

❼

❻

❺

❼

平成23年度　山桜会収支計算書 平成24年度 山桜会予算
（平成23年4月1日より平成24年3月31日） （平成24年4月1日より平成25年3月31日）

財 産 目 録
（平成２4年３月３１日現在）

山 桜 会 基 金 現 在 高　
（平成２4年３月３１日現在）

積 立 金 現 在 高
（平成２4年３月３１日現在）

前年度末現在高
今年度繰入額
本年度利息

今年度末現在高

山桜会100周年基金積立
本年度利息

今年度末現在高

平成２3年度の山桜会収支計算書、年会費
収支報告書、財産目録を監査した結果　
適正に作成されているものと認めます。

平成24年 4 月20日

監　事

監　事

円
円
円

円

円
円

円

23,762,453

15,000,000

5,000,000

200,000

1,200,000

10,000

21,410,000

45,172,453

4,000,000

30,000

300,000

300,000

500,000

500,000

120,000

8,240,000

310,000

1,105,000

70,000

0

320,000

300,000

500,000

350,000

200,000

1,000,000

3,000,000

21,145,000

24,027,453

45,172,453

23,762,453

20,499,500

4,701,000

0

30,000

2,164,000

1,500,000

864,000

62,140

2,154

29,822,794

53,585,247

3,441,642

0

300,000

308,896

2,353,588

363,800

120,000

8,321,970

343,054

1,135,011

62,373

829,256

326,928

122,630

0

274,755

0

1,000,000

253,045

50,000

3,000,000

240,000

22,846,948

6,000,000

24,738,299

53,585,247

0

△ 5,499,500

299,000

200,000

△ 30,000

△ 2,164,000

△ 300,000

△ 864,000

△ 62,140

7,846

△ 8,412,794

558,358

30,000

0

△ 8,896

△ 1,853,588

136,200

0

△ 81,970

△ 33,054

△ 30,011

7,627

△ 829,256

△ 6,928

177,370

500,000

75,245

200,000

0

△ 253,045

△ 50,000

△ 240,000

△ 1,701,948

△ 6,000,000

△ 710,846

△ 8,412,794

162,863

433,800

4,350,188

255,424

4,701,749

15,035,619

6,000,000

20,390,032

26,748,095

20,197,688

10,106,915

40,224,102

5,015,157

201,344

153,420,288

117,598,120
6,000,000
68,712

123,666,832

5,013,231
1,926

5,015,157

ゆうちょ銀行

三菱東京ＵＦＪ銀行　谷町支店

りそな銀行　大手支店

みずほ銀行　天満橋支店

三井住友銀行　天満橋支店

三井住友銀行　天満橋支店

大和証券　大阪支店

三菱東京ＵＦＪ銀行　谷町支店

りそな銀行　大手支店

みずほ銀行　天満橋支店

三井住友銀行　天満橋支店

三菱東京ＵＦＪ銀行　谷町支店

各校卒業筒代（アルコット㈱）

皆様からいただいた年会費３０００円は
右記のとおり使わせていただきました。
昨年度は、教育支援の一環として、小・中・高の在校生に
防災笛と体温計のセットをお贈りしました。
また、今年、成人を迎えられる会員の皆様に、記念品として
追手門学院マーク入りのレポート用紙をお祝いの
メッセージとともにお贈りしました。

24年度
予算

23年度
予算

24,738,299

15,000,000

5,000,000

100,000

900,000

10,000

21,010,000

45,748,299

4,000,000

30,000

300,000

300,000

500,000

200,000

120,000

7,650,000

300,000

1,125,000

70,000

50,000

300,000

330,000

300,000

1,000,000

1,000,000

350,000

200,000

1,000,000

 ̶    

19,125,000

26,623,299

45,748,299

23,762,453

15,000,000

5,000,000

200,000

1,200,000

10,000

21,410,000

45,172,453

4,000,000

30,000

300,000

300,000

500,000

500,000

120,000

8,240,000

310,000

1,105,000

70,000

̶    

̶    

320,000

 ̶    

300,000

500,000

350,000

200,000

1,000,000

3,000,000

21,145,000

24,027,453

45,172,453

23年度年会費の使いみち

❶年会費収入は予定額に達しませんでした。
会員皆様方のより一層のご協力をお願いします。
❷❸❹収入・支出の両建てにて表示しています。
❺追手門学院より、東日本震災復興支援の協力要請がありました。
❻88号会報広告収入より２４万円を義援金として寄附いたしました。
❼今年も600万円を山桜会基金に組み入れました。
※ 部数が増えたり、値上げになったりで、予算をオーバー
　 しましたが、理事会の承認を得ています。

＜ 前 期 繰 越 金 ＞

＜ 収 入 ＞

入 　  会 　  金

年 　  会 　  費

賛 助 金・ 寄 付 金

会 報 広 告 料 収 入

利 息 収 入

収 入 小 計

合　　　計

＜ 支 出 ＞

事 　  務  　 費

交 通 出 張 費

支 部 助 成 費

総 　  会 　  費

新 年 会 費

会 　  議  　 費

総務委員会（会員情報）

広報委員会（会報）

広報委員会（ I T ）

渉外交流委員会（教育支援）

渉外交流委員会（交流）

会員交流委員会(会員交流）

同窓会サポート委員会

「追手門のれん会」クーポン印刷代

成人のお祝い記念品

雑 　 　 　 　  費

予 　  備 　  費

年会費入金手数料等

年 会 費 関 連 費 用

山桜会100周年積立金

東日本大震災義援金

支 出 小 計

次 期 繰 越 金

合　　　計

在校生への支援

710円東日本への義援金

1,780円

成人のお祝い

150円
のれん会クーポン券

200円
年会費入金手数料

160円

3,000円



　山桜会会員の皆様、こんにちは。
　桜前線が北上し、東北地方にまであがってきました。大震災
のあった地域へも、ようやく春がやってまいりました。
　さて、まずは３月、４月の報告をいたします。
今年は春になっても、なかなか気温が上がらず、桜の開花シー
ズンが例年に比べ一週間ほど遅れたようです。しかし、４月に入
り、追手門学院各校で入学式が始まると、それを待ちかねたよう
に、一気に桜が満開になりました。
　３月には、各校で卒業式が行われました。私は茨木の追手門
学院高校の卒業式に出席しました。たいへん感動的な卒業式
でありました。卒業生代表の何人かが、涙ながらに先生方、ご
両親に感謝の言葉を述べた時には、ほとんどのお母様方が目
にハンカチを当てて泣いておられたのがとても印象的でした。私
も思わず、目がうるっときてしまいました。一人ひとりが壇上の先
生方全員と握手をする光景は、実に清 し々くすばらしかったで
す。そして、その卒業生全員が山桜会の新入会員になります。
たくさんの後輩の皆様が、積極的に各活動に参加してくれる事
を大いに期待しております。
　また、４月には、大手前中・高、そして、小学校の入学式にも出
席致しました。小学校では、東田新校長が、緊張の中にもすば

らしい式辞を述べられ
ました。絵本を用意され
て、みんなが力を合わ
せれば、大きな力になる
という話をされ、がさが
さしていた新一年生全
員がお話にくぎ付けと

なりました。誠に新一年生は可愛かったですが、背筋を伸ばして
一糸乱れぬ６年生たちとは対照的でありました。
　さて、昨年、私を含め、副会長、各委員長のほとんどが初めて
のお役目を経験しました。慣れない中でありましたが、理事・評議
員を始め、会員皆様の心あふれる応援と力強い協力をいただき、
たいへん充実し、また感動的な活動を行うことができました。
ご協力をいただきました皆様に心から感謝致します。ありがとう
ございました。
　いよいよ４月より、私たち山桜会の新しい年度が始まりました。
平成２４年度の基本方針は、
　①  連携の進化・拡大　絆の輪を広げよう
　②  オール追手門の考え方を共有しよう
　③  学校法人との連携を強化
であります。
　昨年までの連携をさらに進化させ、学院事務局との情報の共
有化や配布物の一元化などを、今年は具体的に進め、オール
追手門で事務作業の効率化などにも取り組んでまいりたいと思
います。
　そして、本年度もみんなで力を合わせて、さらに楽しい活発な
行事、活動を計画しております。会員の皆様にはどうぞお気軽
にご参加いただきますようお願い申し上げます。
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さらに絆の輪を広めよう
校友会  山桜会  会長  田口 順一

乗り越える力を応援します

川原 俊明 小71・中高14期
小79期藤村  敬

〒543-0021大阪市天王寺区東高津町3-8
TEL 06－6764－6648（代）
FAX 06－6764－0615

東洋ゴム商事株式会社

&Safety 
Healthy
   Footwear

◆ Working Shoes
◆ School & Kindergarten Shoes
◆ Nurse Shoes & Sandal  etc

安全と健康をサポート ～ シューズ

代表取締役社長 藤村  敬

行田 貞生 小68・中高11期 山下 清一 中高14期

永木友雪

永木 友雪 小108・大中高51期


